
松原第五中学校区で
コミュニティ・スクールがスタート！

「コミュニティ・スクール」ってなに？

「コミュニティ・スクール」とは、学校と地域が力を合わせて学校づく
りに取り組むことが可能になる仕組みです。
学校運営に地域の声を生かし、地域と一体となって学校づくりを進
めていくためのものです。

これまでの五中の取組と
どうちがうのかな？

これまでと同様に地域と学校が連携・協力して地
域の子どもの育ちを見守り、応援します！

【同じところ】

【ちょっと ちがうところ】

コミュニティ・スクールの学校運営協議会委員が
中学校区の教育目標を聞き、承認します
そして、地域と学校が積極的に協力して教育活動
に協力します！

学校運営協議会
委員

五中校区校園

オブザーバー
案件によってＰＴＡなど

［令和４年度］（５名）
地域協会長 地域協副会長
元ＰＴＡ会長 元評議員
青少年指導員

各学校：校長・教頭
四つ葉幼：園長

※案件によって、
担当教職員

地域連携コーディネーター

「コミュニティ・スクール」の組織は？

コロナ禍の中ですが、どうか変わらぬご支援をお願いいたします！
松原第五中学校区コミュニティ・スクール

学校運営協議会委員一同



五中校区はこのような教育目標で取り組み、
このような子ども像をめざします

松原第五中学校 天美小学校 天美西小学校 四つ葉幼稚園

［令和４年度 テーマ］
学校＝わかる授業づくり

教え方の工夫 みんなで学ぶ雰囲気 宿題などの工夫
家庭＝本を通した家庭学習の充実

親子の読み聞かせ活動 学校と連携した読書活動の推進
地域＝学びの基礎となる読書の習慣化

学校図書館の環境整備 読み聞かせ活動 図書館司書との連携

【五中校区教育目標】
伝え合い わかり合い ともに学び行動する子どもたち

【めざす子ども像】
・「確かな学力」意欲を持って粘り強く学ぶ力
・「なかまづくり」なかまとつながることができる力
・「豊かな人権感覚」生活を見つめ夢を持つ力

各学校園の特色を生かした取組も実施

【松原第五中学校】教育目標

信頼と自信、
そして誇りのある五中づくり

【天美小学校】教育目標

すべての教育活動に人権教育を基盤
に据えて、一人一人の命と人権を大
切にする教育を推進し、確かな学力
の向上と、互いに高め合う集団作り
をめざす

【天美西小学校】教育目標

命を大切にし、生きる権利を主張
できる子にしよう。

【四つ葉幼稚園】教育目標

・明るく元気な子ども
・友だちを大切にする子ども
・創造力豊かな子ども
・ひとり立ちできる子ども


